2002年度冬学期　環境物質科学　試験問題

注意：ノート・辞書・参考書類・電卓などの持ち込み不可。
　　　解答の順序は何番からでもよいが、第何番か明記すること。

第１問　環境科学物質に関連した次の用語を簡単に説明せよ。
a.リザーバー　b. enrichment factor　 c.温室効果　
d.オゾン全量　e.ニンバス７号

第２問 大気中に存在する気体成分について、平均滞留時間という観点で分類すると、a)1000年以上、b)数年程度、c)数ヶ月以内に大きく分類される。

問１．a)～c)には具体的にはどのような気体が分類されるか、代表的なものを３つずつ挙げよ。
問２．a)～c)に分類される気体に関して、大気中での濃度変動、反応性の大小、人工源の寄与について解説せよ。（a）～c)ごとに総じて記しても、問１で挙げた気体を個別に記しても良い。）

第３問 過去の大気中の二酸化炭素濃度を推定する方法について、知るところを記せ。
第４問 フロンに関連した次の各問いに答えよ。
問１． 特定フロンとは何か。
問２． 代替フロンとは何か。
問３． 代替フロンの条件として必要な要件は何か。
問４． 上記の要件を満たすために、代替フロンの化学構造にはある特徴がある。どのような特徴があるか説明せよ。

第５問 欧米やカナダでは、酸性雨による森林の枯死、湖沼水の酸性化等の重大な被害が報告されている。一方、わが国においては杉枯れ等が報じられているものの、酸性雨による影響は未だそれほど顕著でもない。しかし、わが国においても降水のpHは欧米やカナダに匹敵するような低い値を示している。被害の程度が異なる理由について考えられるところを記せ。

